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北
の
鉄
路
の
た
め
に
高
市
新
政
権
へ
期
待

第31回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2005年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

「
総
合
的
な
国
力
」
を
強
化

　

自
民
党
の
高
市
新
総
裁
が
誕
生
し
、
そ
の

ま
ま
総
理
に
な
ろ
う
。
高
市
氏
は
積
極
財
政

を
常
々
主
張
し
、
総
裁
選
の
公
約
ト
ッ
プ
は

「
日
本
列
島
を
強
く
豊
か
に
」
と
し
た
。
選

出
後
、
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
と
宣
言
し
た
。

　

北
海
道
の
鉄
道
を
活
か
せ
る
か
は
国
の
運

輸
政
策
次
第
だ
。
表
に
示
し
た
３
記
事
を
振

返
り
つ
つ
高
市
新
政
権
へ
の
期
待
を
書
こ
う
。

成
長
投
資
で
「
強
い
経
済
」
を

　

北
海
道
を
成
長
さ
せ
「
強
い
経
済
」
を
実

現
す
る
の
に
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
の

大
幅
遅
延
は
重
大
事
だ
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
転
ず
る
べ
く
、
第
25
回
を
書
い
た
。

　

工
事
が
難
航
す
る
３
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を

同
時
並
行
で
進
め
て
い
て
は
、
札
幌
延
伸
は

40
年
代
に
な
り
か
ね
な
い
。
最
南
の
渡
島
ト

業
へ
の
流
失
」「
国
民
総
生
産
の
拡
大
と
国

民
所
得
の
増
加
」「
日
本
も
そ
の
例
外
で
は

な
く
力
強
く
発
展
」
と
あ
る
。

な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

　

明
治
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
在
来
線
の
函
館

―
長
万
部
を
貨
物
線
と
し
て
残
す
よ
り
、
令

和
の
イ
ン
フ
ラ
た
る
新
幹
線
を
貨
客
兼
用
と

す
る
方
が
得
策
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
各
社
が
車
両
と
地
上
設
備
の
技
術
開

発
と
設
備
投
資
の
全
額
を
負
担
し
て
は
、
事

は
進
ま
な
い
。
貨
物
新
幹
線
と
い
う
世
界
初

の
「
先
端
技
術
」
を
開
花
さ
せ
る
べ
く
、
高

市
新
政
権
に
よ
る
「
成
長
投
資
」
を
願
う
。

地
方
に
は
大
き
な
「
伸
び
代
」

　

北
海
道
に
は
広
大
な
土
地
が
あ
り
余
り
な

が
ら
活
用
さ
れ
ず
、
企
業
は
立
地
せ
ず
、
雇

用
は
増
え
ず
、
人
口
減
が
続
く
。

　

そ
れ
を
改
め
る
に
は
人
の
移
動
と
物
の
運

搬
の
効
率
化
が
肝
だ
が
、
道
路
整
備
だ
け
で

は
せ
い
ぜ
い
平
均
時
速
80
㎞
し
か
実
現
で
き

ず
、
密
集
市
街
地
で
は
渋
滞
が
発
生
す
る
。

　

一
方
、
鉄
道
で
は
平
均
時
速
１
５
０
㎞
以

上
を
容
易
に
実
現
で
き
、
密
集
市
街
地
で
も

定
時
運
行
で
き
る
の
に
、
本
来
の
能
力
を
発

揮
で
き
ず
に
い
る
。
そ
の
根
幹
原
因
と
解
決

の
処
方
箋
は
第
16
回
に
ま
と
め
た
通
り
だ
。

　

高
市
新
政
権
は
、
か
つ
て
自
民
党
が
約
束

し
た
「
不
便
に
な
り
ま
せ
ん
」「
運
賃
も
高

く
な
り
ま
せ
ん
」「
ロ
ー
カ
ル
線
も
な
く
な

り
ま
せ
ん
」
を
守
る
と
と
も
に
、
鉄
道
が
北

海
道
の
「
伸
び
代
」
を
活
か
す
牽
引
役
と
な

る
環
境
を
整
え
て
欲
し
い
。

ン
ネ
ル
へ
作
業
員
と
機
材
を
集
中

投
入
し
、
長
万
部
部
分
開
業
と
す

る
の
が
得
策
だ
。

　

工
事
遅
延
に
北
海
道
の
責
は
な

く
、
内
容
に
示
し
た
関
連
４
投
資

は
国
費
主
体
と
す
べ
き
だ
。
北
海

道
の
政
官
財
が
一
致
団
結
し
て
要

望
し
、
高
市
新
政
権
は
「
総
合
的

な
国
力
」
強
化
の
た
め
に
応
じ
て

欲
し
い
。

食
料
安
全
保
障
と
地
方
創
生

　

高
市
新
総
理
は
「
食
糧
安
全
保

障
の
確
立
」
を
謳
い
、
日
本
の
食

料
自
給
率
を
限
り
な
く
１
０
０
％

に
近
付
け
る
と
い
う
。

　

田
中
角
栄
『
日
本
列
島
改
造
論
』

に
「
世
界
各
国
の
近
世
経
済
史
は

一
次
産
業
人
口
の
二
次
・
三
次
産

　

そ
れ
か
ら
50
年
を
経
て
、

輸
入
に
頼
ら
ぬ
食
糧
自
給

こ
そ
が
国
家
安
全
保
障
の

礎
だ
ろ
う
。
二
次
・
三
次

産
業
か
ら
一
次
産
業
へ
、

二
次
産
業
も
機
械
や
衣
料

か
ら
食
品
加
工
や
肥
料
・

農
薬
等
へ
雇
用
シ
フ
ト
す

べ
き
と
考
え
る
。
広
大
な

土
地
と
気
候
か
ら
、
北
海

道
が
主
役
と
な
る
べ
き
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

農
地
規
模
拡
大
や
ス
マ

ー
ト
農
業
化
と
と
も
に
、

北
海
道
産
の
農
畜
水
産
物

を
効
率
的
に
大
消
費
地
へ

運
ぶ
物
流
の
強
化
が
重
要

だ
。
第
19
回
に
書
い
た
貨

物
新
幹
線
は
、
そ
の
重
要


